
　現在 7月下旬，夏です．夏のレジャーと言えば海水浴，
プール，キャンプ，ハイキング，花火大会，サイクリング
などの文言が連想されます．しかしながら，近年ではレ
ジャーを楽しむ前の対策が必要となりました．全国的な猛
暑，猛暑対策が不可欠です．近年の猛暑はただ事ではあり
ません．連日の猛暑から命を守る，のみならず落雷・ゲリ
ラ豪雨・突風といった災害からの退避・対策も必要となり
ました．連日のように全国で日中の猛暑からの一変，落
雷・ゲリラ豪雨・突風による被害が報告されています．気
候・天候の把握を十分しておかないと外出や遠出の旅行も
できなくなりました．世界においても同様で，国連のグレ
テス事務総長は「地球が沸騰に近づいている」と警告，各
国に気候変動対策の強化，緊急の行動を求めました．地球
が沸騰した状態において海面水温の上昇，エルニーニョ現
象が近年の異常気象を頻発させています．地球温暖化の原
因が分析されていても対策が進まない点には歯がゆい思い
です．
　さて，本誌 10 月号です．技術講座では顕微鏡操作，凝
固波形解析，生化学自動分析装置のコンタミネーション，
腹部エコー検査のポイント，フォーカスでは採血業務にお
ける新人教育のポイントが取り上げられており，日常の臨
床検査の実施に有用な情報となっています．また，臨床検
査のピットフォール，病気のはなし，症例からひもとく疾
患，ワンポイントアドバイス，トピックス，読者質問箱，
臨床医からの質問など，本号も有益な情報が満載となって
います．皆さまには是非お役立ていただきだいと思います．
� （横田浩充）
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あ と が き

編集室より
ヨガが趣味で，毎週末通っています．ヨガ哲学にサン
トーシャ（知足）という言葉があるのをご存じでしょう
か．足るを知る（今あるものに満足する），走り続けてい
た若いころは全く魅力を感じなかった言葉が年をとるに
つれて，しっくりきています．成長はもちろん大事，で
も区切りで少し立ち止まってこの瞬間を味わう，雑誌の
発行後の少しの間の余韻が大好きです．� （A）

技術講座
・検査室における寄生虫の同定 �  鈴木 淳
・奇形赤血球の判定方法と臨床的意義 �  菅原 新吾
・液体クロマトグラフィー・質量分析�
（LC-MS/MS）システムを用いた�
血中ビタミンD濃度測定の有用性 �  古谷 裕，他
・超音波検査による骨格筋評価 �  渡邉 恒夫
・シリーズ　病態生理から読み解く�
腹部エコー検査・7　腎臓疾患を読み解く�
腹部エコー検査のポイント �  関根 智紀，他
トピックス
・「循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・�
治療に関するガイドライン」改訂のポイント �
�  葛西 隆敏
・うつ病の客観的血液指標を求めて �  康 東天，他
フォーカス
・臨床検査のイノベーション �  川崎 健治
・持続皮下グルコース検査は�
臨床でどのように用いられているか �  三家 登喜夫
病気のはなし
・メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患 �  谷村 瞬
臨床検査のピットフォール
・尿路上皮癌細胞とウイルス感染細胞の�
鑑別方法 �  井上 真由
読者質問箱
・臨床検査技師が実施している�
認知機能検査について教えてください． �  星野 眞里
ワンポイントアドバイス
・細菌検査の中間報告のタイミングとコツ �  中村 真大
臨床医からの質問に答える
・保存検体を用いた追加検査の可否について�
教えてください． �  戸枝 義博
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